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「
御
教
書
礼
」
に
つ
い
て

渡
邉
正
男　

一

公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
が
所
蔵
す
る
近
衛
家
伝
来
の
鎌
倉
幕
府
法
令
集
「
追
加
」（
架
番
号
二
五
七
六
四
）
は
、
近
世
の
写
本
で
は
あ
る
も
の
の
、

最
も
多
く
の
条
文
を
収
め
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る︵
１
︶。
そ
の
数
は
三
九
一
箇
条︵
２
︶。
こ
の
う
ち
追
加
法
三
六
六
箇
条
、
個
別
の
裁
判
に
関
す
る
史
料
等

二
二
箇
条
、
さ
ら
に
、
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
八
月
八
日
、
御
成
敗
式
目
を
制
定
し
た
際
の
「
北
条
泰
時
消
息
」（
第
六
四
条
）、
嘉
禎
四
（
暦
仁
元
、

一
二
三
八
）
年
六
月
日
「
北
条
泰
時
起
請
」（
第
六
八
条
）
は
、
す
べ
て
『
中
世
法
制
史
料
集　

第
一
巻　

鎌
倉
幕
府
法
』（
以
下
、『
中
法
』
と
略
す
）

に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唯
一
、
第
七
〇
条
「
御
教
書
礼
」
の
み
は
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
条
文
は
鎌
倉
幕
府
書
札

様
文
書
の
再
検
討
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
採
り
上
げ
る
所
以
で
あ
る
。

二

最
初
に
全
文
の
翻
刻
を
示
す︵
３
︶。
そ
の
際
、
漢
字
は
常
用
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
読
点
、
並
列
点
及
び
返
点
を
加
え
た
。
改
行
位
置
は
適
宜
改
め
、
脱
字

と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
◦
を
挿
入
し
た
。
ま
た
、
傍
注
と
し
て
、
本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
も
の
は
〔　

〕、
参
考
ま
た
は
説
明
の
た
め
の
も
の
は
（　

）
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で
括
っ
て
示
し
た︵
４
︶。

史
料 
一　

陽
明
文
庫
所
蔵
「
追
加
」
第
七
〇
条　
　

一　

御
教
書
礼

1
法
城︹
成
カ
︺寺
其
国
其
庄
事
、
以
二
寺
解
一
相
二ー
尋
地
頭
一
候
之
処
、
陳
状
如
レ
此
、
◦︹
脱
ア
ル
カ
︺
趣
可
レ
有
二
御
披
露
一
之
由
、
前︵
藤
原
頼
経
︶
大
納
言
殿
御
消
息
所
レ
候
也
、
仍
言
上

　
　

如
レ
件
、
泰︵
北
条
︶時
頓
首
謹
言
、

　
　
　
　
　

八
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
武
蔵
守
平
泰
時

　
　
　

進
上　

別
当
殿

　
　

摂
政
家
如
レ
此
、
参
議
・
散
三
位
不
レ
可
レ
有
二
頓
首
字
一
、
散
三
位
不
レ
可
二
◦︹
脱
ア
ル
カ
︺
名
字
一
、
為
二
殿
上
人
一
者
、
四
位
可
レ
為
二
進
上
・
上
啓
一
、
若
可
レ

　
　
　

為
二
恐
惶
・
執
啓
一
、
◦︹
脱
ア
ル
カ
︺
可
レ
為
二
恐
惶
一
、
但
如
二
有
長
朝
臣
一
平
諸
大
夫
殿
上
人
者
、
可
レ
為
二
執
啓
・
恐
一々
、

2
謹︹
ー
ー
カ
︺言由
可
レ
令
二
披
露
一
旨
、
前
大
納
言
殿
所
レ
候
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
武
蔵
守

　
　
　

謹
上　

陸
奥
入
道
殿

　
　

◦︹
脱
ア
ル
カ
︺

3
謹︹
ー
ー
カ
︺上前
大
納
言
殿
所
レ
候
也
、
以
二
此
旨
一
可
下
令
二
披
露
一
給
上
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
武
蔵
守

　
　
　

謹
上　

陸
奥
入
道
殿　

主
税
頭
殿

　
　

大
臣
、
摂
録︹
籙
、下
同
ジ
︺

孫
子
并
三
家
土閑　
御院　
門・ 　
源花　
氏山　
、院　
　・ 
家
嫡
公
卿
如
レ
此
、
但
雖
レ
非
二
家
嫡
一
、　

如
二
今
出
川
殿
御
子
孫
一
如
レ
此
、

4
謹︹
ー
ー
カ
︺上者
、
前
大
納
言
殿
御
消
息　

如
レ
此
、
泰
時
頓
首
謹
言
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
武
蔵
守
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進
上　

飛
騨
守
殿
知
行
国
司
也
、

　
　

公
達
公
卿
如
レ
此
、

5
ー
ー
依
二
前
大
納
言
殿
御
消
息
一
、
言
上
如
レ
件
、
泰
時
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　

月
日

　
　
　

進
上　

二
条
殿

　
　

諸
大
夫
公
卿
、
中
納
言
・
参
議
、

　公勧〔　
　　卿学修　
　類寺〕　
如・ 　
レ 平　此氏　、　
至
二
散
三
位
一
者
、
直
◦︹
不
脱
カ
︺可レ
書
二
其
名
一
、
為
二
摂
政
家
御
後
見
一
、
依
二
公
事
一
令
レ
進
之
状
、
直

　
　
　

其
名
可
レ
書
之
、
其
子
細
載
レ
右
、

6
ー
ー
所
レ
候
也
、
仍
上
啓
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日

　
　
　

謹
上　

右
中
弁
殿

　
　

四
位
殿
上
人
如
レ
此
、
至
二
于
可
レ
然
君
達
殿
上
人
一
者
、
某
恐
惶
、

7
ー
ー
所
レ
候
也
、
仍
上
啓
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日

　
　
　

謹
上　

可︵

マ

ヽ

︶

レ
然
人
右
中
弁
殿

　
　

五
位
殿
上
人
如
レ
件
、

8
ー
ー
由
所
レ
候
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日

　
　
　
　
　
　

中︵
中
原
︶大
外
記
殿

　
　

祭
主
如
レ
此
、
神
祇
権
大
副
書
レ
之
、
祭
主
三
位
ト
ハ
不
レ
書
レ
之
、
医
・
陰
陽
道
・
侍
者
如
レ
此
、
御
気
色
候
也
、
若
依
レ
仰
ト
書
事
者
、
如
レ
此
輩
ニ

　
　
　

可
レ
書
レ
之
、
依
レ
時
可
レ
境本
ニ

也
、
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9
ー
ー
由
、
前
大
納
言
殿
御
消
息
所
レ
候
也
、
可
下
令
二
存︵
マ
ヽ
︶披
露
一
給
上
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　

月
日

　
　
　

謹
上　

肥
前
法
眼
御
房

　
　

摂
録
子
孫
・
三
家
子
息
僧
正
若
宗
長
者
如
レ
此
、

10
ー
ー
前
大
納
言
殿
御
消
息
所
レ
候
也
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　

進
上　

中
納
言
大
僧
都
御
房

　
　

経
二
興
福
寺
別
当
・
天
台
座
主
一
人
、
公
卿
子
孫
如
レ
此
、

11
ー
ー
由
候
也
、
某
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　

進
上　

天
台
座
主
御
房
政
所

　
　

雖
レ
為
二
凡
人
一
、
天
台
座
主
・
興
福
寺
別
当
如
レ
此
、

12
ー
ー
由
所
レ
候
也
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　

謹
上　

醍
醐
座
主
僧
正
御
房

　
　

天
台
座
主
・
興
福
寺
別
当
之
外
、
諸
凡
卑
僧
正
如
レ
此
、
於
二
無
下
凡
人
一
者
、
只
可
レ
為
二
謹
言
一
、

13
ー
ー
由
所
レ
候
也
、
仍
執
啓
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　

謹
上　

大
弐
法
印
御
房

　
　

諸
法
印
如
レ
此
、
八
幡
別
当
如
レ
此
、
但
諸
法
印
モ
可
レ
依
二
其
仁
一
也
、
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14
ー
ー
由
所
レ
候
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　

謹
上　

法
勝
寺
修
理
別
当
法
印
御
房

　
　

◦︹
脱
ア
ル
カ
︺

15
ー
ー
者
、
仰
旨
如
レ
此
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　
　
　
　

弁
法
印
御
房

　
　

宿
曜
師
・
綱
所
惣
在
庁
如
レ
此
、

16
ー
ー
由
、
御
気
色
如
レ
此
、
仍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　
　
　
　

櫛
笥
法
印
御
房

　
　

綱
所
公
文
・
仏
師
・
経
師
如
レ
此
、

　

此
礼
者
、
自
二
前︵
源
頼
朝
︶右大
将
殿
一
被
レ
進
レ
之
、
而
於
二
御
所
一
又
被
レ
指
二ー
置
之
一
云
々
、
七︵
藤
原
頼
経
︶
条
入
道
殿
御
時
事
也
、

三

「
御
教
書
礼
」
と
題
す
る
本
条
文
（
以
下
、「
書
礼
」
と
略
す
）
は
、
右
の
翻
刻
で
各
書
式
の
先
頭
行
頭
に
番
号
を
付
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
一
六
通
り

の
書
式
が
掲
げ
ら
れ
、
各
書
式
の
後
に
は
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
掲
げ
ら
れ
た
書
式
は
、
い
ず
れ
も
将
軍
藤
原
頼
経
（
一
二
一
八
―
一
二
五
六
）
の
意

を
執
権
北
条
泰
時
（
一
一
八
三
―
一
二
四
二
）
が
奉
じ
る
奉
書
で
あ
る
。
頼
経
が
「
前
大
納
言
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
権
大
納
言
を
辞
し
た
嘉
禎
四
年

四
月
一
八
日
以
降
、
将
軍
を
辞
す
る
寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
四
月
二
八
日
以
前
。
泰
時
が
「
前
武
蔵
守
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
武
蔵
守
に
続
い
て
左



38

京
権
大
夫
を
辞
し
た
嘉
禎
四
年
九
月
二
五
日
以
降
、
出
家
す
る
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
五
月
九
日
以
前
。
さ
ら
に
、
泰
時
の
単
独
署
判
で
、
連
署
北
条

時
房
が
署
判
し
て
い
な
い
の
で
、
時
房
が
卒
す
る
延
応
二
（
仁
治
元
、
一
二
四
〇
）
年
正
月
二
四
日
以
降
。
こ
れ
ら
か
ら
、「
書
礼
」
は
仁
治
元
年
正
月

二
四
日
か
ら
同
三
年
五
月
九
日
ま
で
の
間
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
書
式
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
書
式
６
と
７
と
は
、
充
所
は
異
な
る
が
、
書
式
自
体
は
同
じ
で
あ
り
、
書
式
２
と
14
と
に
は
説
明
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
意
味
が
と
れ
る

よ
う
に
、
適
宜
改
行
位
置
を
改
め
る
な
ど
し
た
が
、
そ
れ
で
も
す
べ
て
を
整
合
的
に
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。「
書
礼
」
が
、『
中
法
』
の
採
録
か
ら
漏
れ
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
も
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う︵
５
︶。
し
か
し
、
書
写
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
誤
り
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、

検
討
を
せ
ず
に
放
置
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
と
も
思
え
な
い︵
６
︶。

四

そ
こ
で
、「
書
礼
」
の
内
容
を
ど
の
程
度
整
合
的
に
理
解
で
き
る
か
、
概
略
を
ま
と
め
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

書
式
１
か
ら
８
ま
で
は
俗
人
充
の
書
式
で
、
厚
礼
も
の
か
ら
薄
礼
の
も
の
へ
と
排
列
さ
れ
て
い
る
。

書
式
１

摂
関
家
充
の
書
式
。
直
接
本
人
に
充
て
ず
、
家
司
な
ど
へ
充
て
る
披
露
状
と
し
、
そ
の
充
所
が
参
議
・
散
三
位
・
四
位
殿
上
人
、
さ
ら
に
「
平
諸
大
夫

　

殿
上
人
」
の
場
合
は
よ
り
薄
礼
と
す
る︵
７
︶。

書
式
２

説
明
文
が
な
く
不
明
。

書
式
３

現
任
の
大
臣
、
摂
関
家
の
子
・
孫
あ
る
い
は
三
家
（
い
わ
ゆ
る
清
華
家
）
嫡
子
の
公
卿
充
の
書
式
で
、
披
露
状
と
す
る
。
た
だ
し
、
清
華
家
で
あ
っ
て

　

も
、
西
園
寺
公
経
の
子
・
孫
に
対
し
て
は
、
嫡
子
で
な
く
と
も
こ
の
書
式
を
用
い
る︵
８
︶。
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書
式
４

「
公
達
公
卿
」、
す
な
わ
ち
書
式
５
の
名
家
よ
り
家
格
が
上
の
公
卿
充
の
書
式
。

書
式
５

「
諸
大
夫
公
卿
」、
す
な
わ
ち
勧
修
寺
流
藤
原
氏
・
高
棟
流
平
氏
（
い
わ
ゆ
る
名
家
）
の
中
納
言
・
参
議
充
の
書
式
。
散
三
位
は
よ
り
薄
礼
と
す
る
。
た

　

だ
し
、
摂
関
家
の
後
見
と
し
て
公
事
に
関
与
し
て
い
る
場
合
は
、
例
示
ど
お
り
の
書
式
と
す
る︵
９
︶。

書
式
６

四
位
の
殿
上
人
充
の
書
式
。「
君
達
殿
上
人
」、
す
な
わ
ち
名
家
よ
り
家
格
が
上
の
者
の
場
合
は
厚
礼
と
す
る
。

書
式
７

五
位
の
殿
上
人
充
の
書
式︶

10
︵

。

書
式
８

充
所
の
中
原
氏
を
含
む
諸
道
の
官
人
、
神
宮
の
祭
主
充
の
書
式︶

11
︵

。
医
道
・
陰
陽
道
の
者
及
び
侍
も
同
様
だ
が
、「
御
気
色
候
也
」
や
「
依
仰
」
は
こ
れ

　

ら
の
者
の
場
合
に
使
用
す
る︶

12
︵

。

以
下
、
書
式
９
か
ら
書
式
16
ま
で
は
僧
侶
充
の
書
式
で
、
や
は
り
厚
礼
の
も
の
か
ら
薄
礼
の
も
の
へ
と
排
列
さ
れ
て
い
る
。

書
式
９

摂
関
家
の
子
・
孫
あ
る
い
は
清
華
家
の
子
で
僧
正
も
し
く
は
各
宗
の
長
者
に
任
ず
る
者
充
の
書
式
で
、
披
露
状
を
用
い
る︶

13
︵

。

書
式
10

公
卿
の
子
・
孫
で
興
福
寺
別
当
・
天
台
座
主
を
経
験
し
た
者
充
の
書
式
。

書
式
11

「
凡
人
」（
公
卿
に
至
る
こ
と
の
な
い
家
格
の
者
か
）
で
、
現
任
の
興
福
寺
別
当
・
天
台
座
主
で
あ
る
者
に
充
て
る
書
式
。

書
式
12
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「
凡
人
」
で
、
現
任
の
興
福
寺
別
当
・
天
台
座
主
以
外
の
僧
正
充
の
書
式
。
醍
醐
寺
座
主
な
ど
に
も
任
じ
て
い
な
い
者
は
薄
礼
と
す
る
。

書
式
13

法
印
・
石
清
水
八
幡
宮
別
当
充
の
書
式
。
た
だ
し
、
法
印
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
物
に
よ
っ
て
斟
酌
す
る
。

書
式
14

説
明
文
が
な
く
不
明
。
充
所
は
「
法
勝
寺
修
理
別
当
法
印
」。

書
式
15

宿
曜
師
、
綱
所
の
惣
在
庁
充
の
書
式
。

書
式
16

綱
所
の
公
文
、
仏
師
、
経
師
充
の
書
式
。

以
上
、
解
釈
し
き
れ
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
あ
る
程
度
網
羅
的
、
整
合
的
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
破
綻
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う）

14
（

。

五

末
尾
の
一
文
に
つ
い
て
。「
七
条
入
道
殿
御
時
事
」
と
い
う
の
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
。「
前
右
大
将
殿
」
は
頼
朝
で
あ
ろ
う
が
、
頼
朝
の
進
め
た
も
の
が

「
書
礼
」
そ
の
ま
ま
の
内
容
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。「
書
礼
」
と
同
様
な
書
札
礼
を
定
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、「
於
御
所
又
被
指
置
之
」

と
あ
る
。「
書
礼
」
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、「
書
礼
」
の
書
式
が
使
用
さ
れ
て
い
た
か
を
、
実
際
に
発
給
さ
れ
た
文
書
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、「
書
礼
」
の
使
用
が
推

定
さ
れ
る
期
間
は
仁
治
元
年
正
月
二
四
日
か
ら
同
三
年
五
月
九
日
ま
で
の
お
よ
そ
二
年
半
の
み
で
あ
る
。
こ
の
間
に
「
書
礼
」
の
対
象
と
な
る
充
所
へ
出

さ
れ
た
文
書
の
実
例
は
少
な
い
。
次
に
示
す
の
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
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「御教書礼」について

史
料 

二　
「
九
条
家
文
書
」　
『
鎌
倉
遺
文
』
補
一
二
七
二
号

摂
津
国
井︵
八
部
郡
︶門庄
・
筑
前
国
三︵
下
座
郡
︶奈木
領
等
者
、
一
向
当
家
領
候
、
而
所
下
令
レ
進
二　

禅︵
九
条
道
家
︶
定
殿
下
御
領
一
候
上
也
、
以
二
此
旨
一
可
下
令
二
申
上
一
給
上
之
由
、

鎌︵
藤
原
頼
経
︶
倉
前
大
納
言
殿
御
消
息
候
也
、
仍
言
上
如
レ
件
、
泰︵
北
条
︶時
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

仁
治
元
年
十
一
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
武
蔵
守
平
泰
時

　
　

進
上　

修︵
高
階
経
時
︶
理
大
夫
殿

史
料 

三　
「
九
条
家
文
書
」　
『
鎌
倉
遺
文
』
補
一
二
七
三
号

　
　

摂
津
国
井
門
庄
事

右
、
任
二
関
東
今
月
七︹
一
カ
︺日
御
教
書
旨
一
、
可
レ
令
レ
為
二　

禅
定
殿
下
政
所
御
沙
汰
一
之
状
如
レ
件
、

　
　
　
　

仁
治
元
年
十
一
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後
守
平
︵
北
条
時
盛
︶

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模
守
平
︵
北
条
重
時
︶

在
判

史
料
二
は
関
東
御
領
二
箇
所
を
九
条
家
へ
譲
渡
し
た
文
書
で
あ
り
、
史
料
三
は
こ
れ
を
施
行
す
る
「
六
波
羅
施
行
状
」
で
あ
る
。
摂
関
家
で
あ
る
九
条

家
へ
充
て
た
文
書
な
の
で
、
採
用
さ
れ
る
の
は
書
式
１
。
披
露
文
言
が
あ
り
、
奉
書
文
言
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
充
所
の
「
修
理
大
夫
」
は
、
九
条
家
家
司

高
階
経
時
（
経
雅
）
に
比
定
さ
れ
、
こ
の
時
点
で
は
非
参
議
従
二
位
修
理
大
夫
で
あ
る︶

15
︵

。
四
位
よ
り
明
ら
か
に
上
位
な
の
で
、
書
止
文
言
は
「
言
上
如
件
」

で
、「
進
上
」
の
上
所
を
付
す
。
散
三
位
よ
り
は
上
で
あ
ろ
う
か
ら
、差
出
は
官
職
姓
名
で
よ
か
ろ
う
。
現
任
の
参
議
と
の
上
下
関
係
は
不
明
確
で
あ
る
が
、

「
頓
首
」
を
使
わ
ず
、「
泰
時
恐
惶
謹
言
」
と
す
る
の
は
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る︶

16
︵

。
こ
こ
ま
で
は
、
概
ね
「
書
礼
」
に
従
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

問
題
と
な
る
の
は
書
下
年
号
で
あ
る
。「
書
礼
」
に
掲
げ
ら
れ
た
書
式
は
す
べ
て
無
年
号
で
あ
り
、
説
明
文
に
も
年
号
の
有
無
に
関
す
る
記
述
は
見
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
書
下
年
号
と
す
る
か
、
無
年
号
と
す
る
か
は
、
書
札
礼
と
は
別
に
、
文
書
の
内
容
、
発
給
者
が
期
待
す
る
文
書
の
機
能
に
よ
る︶

17
︵

。
所

領
の
譲
渡
を
内
容
と
す
る
本
文
書
が
、
後
の
証
拠
と
な
る
よ
う
に
書
下
年
号
を
採
用
す
る
の
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
少
な
く
と
も
「
書
礼
」
に
即
し
た
文
書
の
事
例
を
一
つ
は
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る︶

18
︵

。
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六

鎌
倉
幕
府
の
書
札
様
文
書
が
、
多
様
な
書
式
を
持
つ
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が︶

19
︵

、
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
「
御
教

書
礼
」
の
史
料
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
従
う
べ
き
書
札
礼
が
幕
府
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
鎌
倉
時
代
の
書
札
礼
は
も

っ
ぱ
ら
公
家
の
も
の
で
あ
っ
て
、
武
家
の
も
の
は
み
ら
れ
な
い
」
と
い
う
通
説
的
理
解
は
改
め
ね
ば
な
ら
な
い︶

20
︵

。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、「
弘
安
書
札
礼
」
を
は
じ
め
と
し
た
他
の
書
札
礼
書
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う︶

21
︵

。
ま
た
、
他
の
時
期
を
含
め

た
鎌
倉
幕
府
の
書
札
様
文
書
、
さ
ら
に
公
家
を
含
め
た
書
札
様
文
書
全
体
を
検
討
す
る
際
の
一
つ
の
尺
度
と
も
な
り
得
る
。
鎌
倉
幕
府
文
書
体
系
整
備
の

過
程
に
「
御
教
書
礼
」
を
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
書
札
礼
の
存
在
を
踏
ま
え
た
上
で
、
文
書
の
様
式
、
文
書
名
決
定
の
基
準
等

に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う︶

22
︵

。
後
考
を
期
し
た
い
。

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

以
下
、「
陽
明
文
庫
本
」
と
す
る
。
書
誌
情
報
は
次
の
と
お
り
。
縦

二
六
・
一
糎
×
横
二
〇
・
〇
糎
の
袋
綴
装
（
五
ツ
目
）
一
冊
。
肌
色
の
表
紙
・

裏
表
紙
。
料
紙
は
楮
紙
で
、冒
頭
に
遊
紙
一
丁
を
挟
ん
で
墨
付
一
〇
五
丁
。

外
題
は
表
紙
に
打
付
書
で
「
追
加
」
と
す
る
。
奥
書
・
印
記
は
見
ら
れ
な

い
。『
陽
明
叢
書
二
六　

記
録
文
書
編　

第
九
輯　

法
制
史
料
集
』（
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
に
全
編
の
影
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
陽
明
文

庫
本
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
「
解
説
」
三
七
二
〜
三
七
四
頁
、
牧
健
二

　
　
「
近
衛
家
本
式
目
追
加
に
つ
い
て
」（『
法
学
論
叢
』
第
四
六
巻
第
一
号
、

一
九
四
二
年
一
月
）、
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集

　

第
一
巻　

鎌
倉
幕
府
法
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
本
稿
で
は

二
〇
〇
五
年
刊
行
の
一
七
刷
を
用
い
、
所
収
の
追
加
法
等
に
つ
い
て
は
、

同
書
の
付
し
た
法
令
番
号
に
よ
っ
て
「
追
加
○
○
」
の
よ
う
に
示
す
）「
解

題
」
四
六
八
〜
四
六
九
頁
。

　
　
　

陽
明
文
庫
本
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
他
の
伝
本
と
し
て
は
以
下
の
も
の
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「御教書礼」について
　
　

が
あ
る
。

イ　

肥
前
島
原
松
平
文
庫
「
式
目
追
加
」（
七
五
―
一
一
）

　

二
七
・
〇
糎
×
二
〇
・
〇
糎
。
袋
綴
装
（
四
ツ
目
）
一
冊
。
表
紙
・
裏
表

紙
は
茶
色
。
料
紙
は
斐
紙
の
よ
う
に
見
え
る
。
墨
付
一
一
〇
丁
で
、
前

後
に
遊
紙
一
丁
づ
つ
。
外
題
は
貼
題
箋
で
「
式
目
追
加
」。
奥
書
は
な

い
が
、
第
一
〇
八
丁
裏
に
「
尚
舎
源
忠
房
」・「
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
見

ら
れ
る
。
島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
の
旧
蔵
書
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の

「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
っ
て
画
像
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
前
川
祐
一
郎
「
あ
る
鎌
倉
幕
府
追
加
法
の
施
行
」

（『
遙
か
な
る
中
世
』
一
七
、一
九
九
八
年
一
〇
月
）
が
そ
の
存
在
を
紹

介
し
て
い
る
。

ロ　

兵
庫
県
立
鳳
鳴
高
等
学
校
青
山
文
庫
「
式
目
追
加
」

　

二
七
・
九
糎
×
二
〇
・
〇
糎
。
袋
綴
装
（
五
ツ
目
）
一
冊
。
表
紙
・
裏
表

紙
は
肌
色
。
料
紙
は
楮
紙
で
墨
付
一
〇
二
丁
。
前
後
に
遊
紙
一
丁
づ
つ
。

外
題
は
打
付
書
で
「
式
目
追
加
」。
奥
書
・
印
記
は
見
ら
れ
な
い
。
篠

山
藩
主
青
山
家
の
旧
蔵
書
。

ハ　

千
葉
県
立
佐
倉
高
等
学
校
鹿
山
文
庫
「
式
目
追
加
」

　

五
冊
の
う
ち
二
・
三
が
該
当
す
る
。
と
も
に
袋
綴
装
（
四
ツ
目
）
で
、

料
紙
は
楮
紙
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
肌
色
。「
佐
倉
文
庫
」・「
千
葉
県
立

佐
倉
中
学
校
」
の
蔵
書
印
が
見
ら
れ
る
。
二
は
二
六
・
九
糎
×
二
〇
・
五

糎
。
墨
付
六
七
丁
で
、前
後
に
遊
紙
一
丁
づ
つ
。
外
題
は
打
付
書
で「
式

目
追
加
」
と
し
、
表
紙
の
余
白
に
「
年
号　

貞
応　

寛
喜　

宝
治　

文

暦　

天
福　

正
嘉　

嘉
禎　

弘
長　

暦
仁　

嘉
祥　

建
長
」
と
墨
書
す

る
。
末
尾
に
は
「
墨
付
六
十
七
枚
」
の
墨
書
。
第
四
八
丁
と
第
四
九
丁

と
の
間
に
落
丁
が
あ
る
よ
う
で
、嘉
禎
四
年
六
月
日
「
北
条
泰
時
起
請
」

の
末
尾
と
「
御
教
書
礼
」
の
冒
頭
を
欠
い
て
い
る
。
三
は
二
七
・
一
糎

×
二
一
・
五
糎
。
墨
付
七
八
丁
で
、
前
後
に
遊
紙
一
丁
づ
つ
。
外
題
は

打
付
書
で
「
式
目
追
加
」。
表
紙
余
白
に
「
年
号　

文
永　

貞
応　

寛

元　

仁
治　

弘
安　

正
応　

文
暦　

嘉
禄　

寛
喜　

延
応　

宝
治　

天

福　

貞
永　

正
元　

建
治　

建
長
」
の
墨
書
。
末
尾
に
は
「
七
十
八
枚

ア
リ
」
の
墨
書
と
「
畢
」
の
朱
書
が
見
ら
れ
る
。
佐
倉
藩
藩
校
「
成
徳

書
院
」
の
旧
蔵
書
。
な
お
、
一
は
「
続
群
書
類
従
」
に
も
収
録
さ
れ
て

い
る
「
新
御
式
目
」
の
写
本
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
四
・
五
は
室
町
幕
府

の
法
令
集
で
あ
る
。

ニ　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
「
鎌
倉
時
代
諸
法
度
」（
一
六
―
三
七
ニ
）

　

三
冊
の
う
ち
一
・
二
が
該
当
す
る
。
と
も
に
袋
綴
装
（
四
ツ
目
）
で
、

料
紙
は
楮
紙
。全
丁
に
裏
打
を
施
す
。表
紙
・
裏
表
紙
は
濃
茶
色
。外
題
・

奥
書
・
印
記
は
見
ら
れ
な
い
。
一
は
二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
二
糎
。
墨
付

六
八
丁
。
二
は
二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
二
糎
。
墨
付
五
五
丁
。
他
の
伝
本

に
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
し
て
、
冒
頭
「
目
録
」
の
末
尾
に
「
三
百
八　

止
山
野
江
海
煩
可
助
浪
人
身
命
事
」
と
「
三
百
九　

蒙
古
国
事
」
を
挙

げ
、本
文
末
尾
に
は
、「
三
百
八
」
に
相
当
す
る
追
加
三
二
三
、「
三
百
九
」

に
相
当
す
る
追
加
四
三
六
、
さ
ら
に
、「
追
加
」
と
し
て
追
加
六
八
三

を
収
め
る
。
一
方
、「
御
教
書
礼
」
の
冒
頭
を
欠
く
。
西
尾
市
の
実
業

家
岩
瀬
弥
助
の
蒐
集
書
。
な
お
、
三
は
鎌
倉
幕
府
・
室
町
幕
府
の
法
令

集
。
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集　

第
二
巻　

室
町

幕
府
法
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
）
の
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
新

井
白
石
旧
蔵
鎌
倉
執
権
」（
函
架
番
号
二
〇
五
―
三
一
九
「
鎌
倉
執
権
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并
京
都
公
方
」
が
相
当
す
る
か
）
に
関
す
る
「
解
題
」
が
、
同
書
の
み

に
見
え
る
と
す
る
「
室
町
幕
府
法
に
関
す
る
図
解
」
を
収
録
す
る
。
両

書
の
関
係
を
含
め
、
詳
細
は
後
考
を
期
し
た
い
。
国
文
学
研
究
資
料
館

の
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
っ
て
画
像
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い

る
。

（
２
）　

陽
明
文
庫
本
は
、
冒
頭
に
「
追
加
目
録
」
と
し
て
、
番
号
を
付
し
た
条

文
目
録
を
載
せ
、
本
文
も
各
条
文
に
番
号
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
目

録
に
は
脱
落
が
あ
り
、
本
文
の
番
号
も
、
数
箇
条
を
ま
と
め
て
一
条
に
数

え
る
な
ど
の
不
備
が
あ
り
、
実
際
の
条
文
数
と
合
わ
な
い
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
番
号
と
は
別
に
、
実
際
の
条
文
を
順
に
数
え
た
番
号
で
各
条
文

を
示
す
。

（
３
）　

山
鹿
素
行
の
「
武
家
事
紀
」
は
「
続
集　

巻
第
三
六　

法
令
」
に
本
条

を
引
い
て
い
る
。
同
書
は
山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
会
に
よ
っ
て
活
字
本

三
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
（
同
会
編
『
山
鹿
素
行
先
生
全
集
』
同

会
、
一
九
一
五
〜
一
九
一
八
年
）、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
写
本
（
請
求
番
号

一
四
八
―
〇
〇
〇
二
）
の
画
像
デ
ー
タ
は
「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
」
に
よ
っ
て
、
活
字
本
の
デ
ー
タ
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
読
み
に

は
問
題
点
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
末

柄
豊
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
な
お
、「
武
家
事
紀
」
の
収
録
す
る
鎌
倉
幕

府
追
加
法
は
、陽
明
文
庫
本
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、『
中
法
』

の
「
解
題
」
が
指
摘
し
て
い
る
（
四
七
七
頁
）。

（
４
）　

本
来
で
あ
れ
ば
、
他
の
伝
本
と
の
異
同
を
注
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
解

釈
に
関
わ
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
た
め
、
煩
雑
を
避
け
て
省
略
す
る
こ
と

と
し
た
。

（
５
）　

関
東
御
教
書
に
関
す
る
近
年
の
業
績
で
あ
る
高
橋
一
樹
「
関
東
御
教

書
の
様
式
に
み
る
公
武
関
係
」（
同
『
中
世
荘
園
制
と
鎌
倉
幕
府
』
塙
書

房
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
二
〇
〇
一
年
）・
熊
谷
隆
之
「
御
教
書
・
奉

書
・
書
下
―
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
様
式
と
呼
称
―
」（
上
横
手
雅
敬
編

『
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）・
佐
藤
秀

成
「
関
東
御
教
書
再
考
」（
同
『
鎌
倉
幕
府
文
書
行
政
論
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
九
年
）・
北
条
氏
研
究
会
編
『
北
条
氏
発
給
文
書
の
研
究　

附　

発
給
文
書
目
録
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
の
諸
論
考
等
で
も
、

書
札
礼
に
関
す
る
古
典
的
業
績
で
あ
る
橘
豊
『
書
簡
作
法
の
研
究
』（
風

間
書
房
、
一
九
七
七
年
）、
武
家
の
書
札
礼
に
関
す
る
近
年
の
業
績
で

あ
る
小
久
保
嘉
紀
『
室
町
・
戦
国
期
儀
礼
秩
序
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、

二
〇
二
一
年
）・
池
西
香
里
「
中
世
武
家
書
札
礼
の
変
遷
―
書
札
礼
書
の

分
析
を
中
心
に
―
」（『
鷹
陵
史
学
』
三
七
、二
〇
一
一
年
九
月
）
等
で
も
、

本
条
文
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
関
東
御
教
書
に
つ
い

て
は
拙
稿
「
関
東
御
教
書
と
得
宗
書
状
」（
稲
葉
伸
道
編
『
中
世
寺
社
と

国
家
・
地
域
・
史
料
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　
『
中
法
』
に
は
、
陽
明
文
庫
本
の
み
を
典
拠
と
し
て
採
録
し
た
条
文
が

い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
追
加
八
（
陽
明
文
庫
本
の
第
一
九
一
条
、
以
下
条

文
番
号
の
み
を
示
す
）・
一
三
〇
（
二
〇
七
）・
一
三
七
（
一
六
六
）・
一
六
〇

（
二
一
七
）・
一
六
三
―
一
六
七
（
二
一
八
―
二
二
二
）・
一
七
一

（
二
三
三
）・
二
一
五
（
二
三
七
）・
二
七
六
（
二
四
一
）・
四
七
二

（
一
一
一
）・
七
二
四
（
二
三
四
）・
七
二
六
（
二
三
六
）
等
で
あ
る
。
追

加
一
七
一
は
、「
京
都
於
御
沙
汰
之
間
、
問
注
奉
行
人
等
意
入
条
脱
張
合
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「御教書礼」について

参
勤
之
由
承
候
」と
い
う「
全
く
読
解
不
能
」な
一
節
を
含
み
な
が
ら
、『
中

法
』
の
第
一
刷
か
ら
頭
注
を
付
し
て
採
録
さ
れ
、
第
一
五
刷
に
至
っ
て
頭

注
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
笠
松
宏
至
「
こ
の
書
と
過
ご

せ
た
幸
せ
」（『
図
書
』
第
七
四
六
号
、二
〇
一
一
年
四
月
）
二
三
頁
参
照
。

法
令
と
は
言
え
な
い
の
で
、『
中
法
』
が
採
録
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
が
、
同
じ
陽
明
文
庫
本
に
収
め
ら
れ
た
条
文
で
あ
り
な
が
ら
、「
書

礼
」
の
み
を
史
料
的
価
値
の
低
い
も
の
と
し
て
放
置
し
て
し
ま
う
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
書
礼
」
の
よ
う
な
内
容
を
後
世
に
偽
作
す

る
動
機
も
想
定
し
に
く
い
。
理
解
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
考
え
る
。

（
７
）　

書
札
礼
に
書
式
の
例
と
し
て
示
さ
れ
た
文
面
に
現
れ
る
人
名
等
に
つ
い

て
、
厳
密
に
比
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
意
味
の
な
い
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、荒
唐
無
稽
な
記
述
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
の
は
、

「
書
礼
」
の
史
料
的
価
値
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　

有
長
朝
臣
は
「
地
下
家
伝
」
に
九
条
家
諸
大
夫
と
し
て
見
え
る
源
有
長
。

「
正
四
位
下
、
播
磨
守
、
土
佐
守
、
右
馬
頭
、
聴
内
昇
殿
、」
と
あ
り
、
寛

元
四
年
四
月
五
日
卒
。
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
八
月
二
二
日
「
関
東
御

教
書
案
」（「
九
条
家
文
書
」、『
鎌
倉
遺
文
』
補
七
六
四
号
）
の
充
所
「
土

佐
守
」
は
有
長
で
あ
る
。
ま
た
、「
平
諸
大
夫
殿
上
人
」
と
あ
る
の
は
、

書
式
５
の
「
諸
大
夫
公
卿
」
や
書
式
６
の
「
可
然
君
達
殿
上
人
」
と
の
対

比
か
ら
、
公
卿
に
昇
る
こ
と
の
な
い
家
に
属
す
る
四
位
・
五
位
の
殿
上
人

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、「
諸
大
夫
」・「
殿
上
人
」・「
公
達
（
君
達
）」

に
つ
い
て
は
、
百
瀬
今
朝
雄
「
諸
大
夫
に
関
す
る
一
考
察
」（
同
『
弘
安

書
札
礼
の
研
究
―
中
世
公
家
社
会
に
お
け
る
家
格
の
桎
梏
』
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
８
）　
「
今
出
川
殿
」
は
、
仁
治
年
間
前
後
に
今
出
川
殿
を
居
所
と
し
て
い
た

西
園
寺
公
経
（
一
一
七
一
―
一
二
四
四
）
を
指
す
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

今
出
川
殿
に
つ
い
て
は
、川
上
貢
『
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
』（
墨
水
書
房
、

一
九
六
七
年
）「
第
三
編　

鎌
倉
時
代
公
卿
邸
宅
の
研
究　

第
三
章　

西

園
寺
家
の
今
出
川
殿
」
参
照
。
な
お
、
充
所
の
「
主
税
頭
」
は
西
園
寺
家

家
司
と
し
て
知
ら
れ
る
三
善
長
衡
（
一
一
六
八
―
一
二
四
四
）
が
想
定
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。（
承
久
元
年
）
八
月
二
三
日
「
北
条
義
時
書
状
案
」

（「
神
護
寺
文
書
」、『
鎌
倉
遺
文
』
二
五
四
三
号
）
の
充
所
「
主
税
頭
」
も

長
衡
で
あ
ろ
う
。

（
９
）　

充
所
の
「
二
条
殿
」
は
二
条
定
高
（
一
一
九
〇
―
一
二
三
八
）
が
想
定

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
本
郷
和
人
『
中
世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
五
年
）「
廷
臣
小
伝
」
の
定
高
の
項
は
、「
承
久
の
乱
後

は
九
条
道
家
に
重
用
さ
れ
、
政
治
顧
問
の
最
上
位
を
占
め
た
。
幕
府
と
の

交
渉
は
専
ら
彼
が
行
な
う
と
こ
ろ
と
な
り
、
実
質
的
な
関
東
申
次
で
あ
っ

た
」（
二
五
六
頁
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
定
高
は
嘉
禎
四
年
に
薨
じ
て
お

り
、
延
応
二
年
に
は
息
で
あ
る
九
条
忠
高
が
参
議
従
三
位
左
大
弁
、
翌
仁

治
二
年
に
は
権
中
納
言
に
昇
進
し
て
い
る
。
な
お
、（
寛
喜
元（
一
二
二
九
）

年
）
一
一
月
八
日
「
関
東
御
教
書
案
」（「
禅
定
寺
文
書
」、『
鎌
倉
遺
文
』

補
九
八
九
号
）・（
文
暦
二
（
一
二
三
五
）
年
）
七
月
二
九
日
「
関
東
御
教

書
写
」（「
天
台
座
主
記
」、『
鎌
倉
遺
文
』
四
八
〇
八
号
）
の
充
所
「
二
条

中
納
言
」
は
定
高
で
あ
ろ
う
。

（
10
）　

書
式
６
と
書
式
７
と
は
例
示
さ
れ
た
書
式
が
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
書

式
７
の
充
所
「
可
然
人
右
中
弁
」
も
解
釈
が
難
し
い
。
何
ら
か
の
誤
写
、
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脱
漏
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。

（
11
）　

仁
治
年
間
の
祭
主
は
従
三
位
神
祇
権
大
副
大
中
臣
隆
通
（
一
二
〇
八
―

一
二
四
九
）。

（
12
）　

充
所
の
「
中
大
外
記
」
は
中
原
師
兼
（
一
一
九
五
―
一
二
五
三
）
が
想

定
さ
れ
る
か
。「
地
下
家
伝
」
に
よ
れ
ば
、
仁
治
年
間
は
正
五
位
下
大
外

記
で
あ
る
。
な
お
、
奉
書
文
言
が
「
依
仰
」、
書
止
文
言
が
「
執
達
如
件
」

で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
関
東
御
教
書
」
は
、
こ
の
書
式
に
含
ま
れ
る
と
言

う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
13
）　

充
所
の
「
肥
前
法
眼
」
に
つ
い
て
。
仁
治
元
年
の
天
台
座
主
は
、
八
月

八
日
に
辞
す
る
ま
で
は
、
九
条
道
家
の
息
、
青
蓮
院
門
主
僧
正
慈
源
。
そ

し
て
、「
華
頂
要
略
附
録　

三
八　

粟
田
宮
庁
務
次
第
略
伝
」
に
、
寛
喜

三
年
七
月
、
庁
務
に
補
任
さ
れ
た
「
肥
前
法
眼
泰
承
」
が
見
え
る
。
さ
ら

に
、「
天
台
座
主
記
」
に
よ
れ
ば
、
嘉
禎
四
年
、
慈
源
が
座
主
補
任
の
宣

命
を
請
け
る
際
、
泰
承
は
取
次
を
務
め
て
い
る
。
充
所
に
な
る
坊
官
と
想

定
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　

文
面
に
現
れ
る
人
名
等
に
つ
い
て
も
、
お
よ
そ
妥
当
な
人
物
を
想
定
で

き
、
荒
唐
無
稽
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
15
）　

修
理
大
夫
に
つ
い
て
は
、
本
郷
恵
子
『
中
世
公
家
政
権
の
研
究
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）「
第
二
部　

公
家
政
権
存
立
の
構
造
と

そ
の
変
質　

第
二
章　

公
家
政
権
の
経
済
的
変
質　

二　

修
理
職
の
再
編

　

１　

四
条
・
洞
院
家
と
修
理
職
」
参
照
。

（
16
）　

書
式
１
は
充
所
と
し
て
「
別
当
」
を
挙
げ
て
い
る
。
仁
治
元
年
の
検
非

違
使
別
当
は
、
一
〇
月
二
四
日
ま
で
は
正
三
位
権
中
納
言
源
顕
定
。
以
降

は
従
二
位
中
納
言
藤
原
実
持
。
経
時
は
彼
等
よ
り
下
位
で
あ
ろ
う
か
ら
、

や
や
薄
礼
と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
17
）　

守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
―
一
二
〇
二
）
が
三
条
実
房
（
一
一
四
七
―

一
二
二
五
）
と
中
山
忠
親
（
一
一
三
一
―
一
一
九
五
）
の
説
を
記
し
た
と

さ
れ
、嘉
禎
三
年
の
書
写
奥
書
を
持
つ
書
札
礼
書「
消
息
耳
底
秘
抄
」に
は
、

「
一
為
証
文
消
息
事　

可
為
証
文
消
息
ニ
ハ
、年
号
月
日
ヲ
書
テ
加
判
之
、」

と
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、川
島
孝
一
「
北
条
時
頼
文
書
概
論
」（
前

掲
『
北
条
氏
発
給
文
書
の
研
究　

附　

発
給
文
書
目
録
』、
二
〇
〇
八
年

初
出
）
一
九
七
〜
二
〇
〇
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
公
家
の
書
札
様
文

書
に
お
け
る
年
号
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
富
田
正
弘
『
中
世
公
家
政
治
文

書
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
三
頁
・
上
島
享
「
朝
廷
発

給
の
裁
許
状
―
公
験
と
文
書
形
式
―
」（
大
山
喬
平
編
『
中
世
裁
許
状
の

研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）「
第
二
節　

年
号
表
記
―
東
寺
文
書
を

中
心
に
―
」・
佐
藤
雄
基
「
中
世
日
本
に
お
け
る
書
状
の
広
が
り
―
古
代

書
状
論
・「
公
文
書
化
」
論
を
中
心
に
し
て
」（
小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・

荒
木
和
憲
編
『
古
文
書
の
様
式
と
国
際
比
較
』
勉
誠
出
版
、二
〇
二
〇
年
）

「
二　

書
状
の
い
わ
ゆ
る
「
公
文
書
（
権
利
文
書
）
化
」
に
つ
い
て　
（
２
）

院
宣
に
み
る
書
下
年
号
の
登
場
―
後
高
倉
院
と
後
嵯
峨
院
」
等
参
照
。

（
18
）　

ま
た
、
史
料
三
の
施
行
状
で
、
史
料
二
を
「
御
教
書
」
と
呼
ん
で
い
る

こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
書
礼
」
は
、「
御
教
書
礼
」
と
題
す
る
よ

う
に
、「
御
教
書
」
の
書
札
礼
を
定
め
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
久

保
田
和
彦
氏
は
、
史
料
二
・
史
料
三
を
挙
げ
た
上
で
、「
文
書
名
を
決
め

る
第
一
の
基
準
は
様
式
で
あ
る
」
と
し
て
、
史
料
二
を
「「
恐
惶
謹
言
」

の
書
止
文
言
に
よ
り
「
北
条
泰
時
書
状
案
」」
と
し
た
（
同
「
北
条
泰
時

の
発
給
文
書
」（
前
掲
『
北
条
氏
発
給
文
書
の
研
究　

附　

発
給
文
書
目
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「御教書礼」について

録
』）
一
二
九
〜
一
三
〇
頁
）。
し
か
し
、「
書
礼
」
で
も
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
書
止
文
言
は
書
札
礼
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
様
式
・
文

書
名
を
決
め
る
基
準
と
は
な
り
得
な
い
。
奉
書
か
直
状
か
を
重
視
す
べ
き

で
あ
り
、「
関
東
御
教
書
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
前
掲
拙
稿
「
関

東
御
教
書
と
得
宗
書
状
」
参
照
。

（
19
）　

古
く
は
、相
田
二
郎『
日
本
の
古
文
書　

上
』（
岩
波
書
店
、一
九
四
九
年
）

四
五
一
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
前
掲
高
橋
一
樹
「
関
東
御
教
書
の
様
式
に
み

る
公
武
関
係
」・
前
掲
拙
稿
「
関
東
御
教
書
と
得
宗
書
状
」
等
。
ま
た
、

前
掲
『
北
条
氏
発
給
文
書
の
研
究　

附　

発
給
文
書
目
録
』
所
収
の
諸
論

考
で
も
、
こ
の
点
は
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
20
）　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編『
国
史
大
辞
典　

第
七
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
六
年
）「
書
札
礼
」
の
項
等
。

（
21
）　
「
書
礼
」
に
お
い
て
は
、
基
準
と
し
て
、
官
位
よ
り
家
格
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、「
差
出
人
と
受
取
人
の
間
の
礼
法
を
、
す
べ
て
現
任

の
官
位
だ
け
で
割
り
切
り
、
し
か
も
そ
れ
を
固
定
化
し
た
点
」（
笠
松

宏
至
『
徳
政
令
―
中
世
の
法
と
慣
習
―
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、

一
五
六
頁
）
を
肝
心
と
す
る
「
弘
安
書
札
礼
」
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で

あ
る
。

（
22
）　

佐
藤
進
一
氏
は
、鎌
倉
幕
府
の
御
教
書
を「
年
付
の
あ
る
御
教
書
」と「
年

付
の
な
い
御
教
書
」
と
に
分
類
し
、
頼
経
以
降
、
前
者
が
「
永
続
的
効
力

の
期
待
さ
れ
る
事
柄
で
下
文
、
下
知
状
が
取
り
扱
わ
な
い
も
の
（
中
略
）

か
ら
、随
時
の
連
絡
、通
達
ま
で
を
広
く
取
り
扱
う
」
一
方
、後
者
は
「
京

都
朝
廷
と
の
連
絡
な
ど
公
家
系
と
の
通
交
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
」
と
し
た

（
同
「
中
世
史
料
論
」（
同
『
日
本
中
世
史
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇

年
、
初
出
一
九
七
六
年
）
三
〇
〇
〜
三
〇
一
頁
）。
川
島
孝
一
氏
は
、
北

条
時
頼
の
関
東
御
教
書
に
つ
い
て
、
関
東
進
止
下
充
の
も
の
を
「
北
条
時

頼
を
奉
者
と
し
た
関
東
御
教
書
」、
公
家
・
寺
社
充
の
も
の
を
「
北
条
時

頼
が
将
軍
の
意
志
を
奉
じ
た
文
書
」
と
い
う
よ
う
に
、「
切
り
離
し
て
文

書
名
を
付
」
す
べ
き
と
し
た
（
前
掲
「
北
条
時
頼
文
書
概
論
」
一
九
三
〜

一
九
八
頁
）。
熊
谷
隆
之
氏
は
、
六
波
羅
御
教
書
に
つ
い
て
だ
が
、
事
書

の
有
無
、
署
判
の
位
置
、
書
止
文
言
、
充
所
の
有
無
に
よ
っ
て
分
類
し
た

上
で
、「
系
譜
的
に
は
同
一
の
も
の
と
し
て
、
一
括
し
て
把
握
す
る
の
が

妥
当
」
と
し
た
（
同
「
六
波
羅
探
題
発
給
文
書
に
関
す
る
基
礎
的
考

察
」（『
日
本
史
研
究
』
四
六
〇
、二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）「
第
三
章　

書
札

様
文
書
の
様
式
分
類　

二　

六
波
羅
御
教
書
」）。
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（
付
記
）
本
稿
は
二
〇
一
六
〜
二
〇
二
二
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
一
四
世
紀
日
本
に
お
け
る
紛
争
解
決
過
程
の
変
容
に
関
す
る

　

実
証
的
研
究
」（
課
題
番
号
一
六
Ｋ
〇
三
二
五
七
）
に
よ
る
調
査
成
果
の
一
部
を
利
用
し
て
い
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
御
高
配
を
賜
っ
た
史
料
所
蔵
者

　

各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い
。


